
漢
詩
の
手
引
き

漢
詩

漢
字
で
書
か
れ
た
中
国
の
古
典
詩
を
、
我
が
国
で
は
「
漢
詩
」
と

呼
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
倣
っ
て
日
本
人
が
作
っ
た
も
の
も

「
漢
詩
」
と
呼
ぶ
。
古
く
は
た
だ
「
詩
」
と
い
え
ば
、
こ
の
漢
詩
の
こ
と
だ

っ
た
。「
詩
」
と
は
「
か
ら
う
た
」
つ
ま
り
漢
詩
の
こ
と
で
、「
歌
」
が
「
や

ま
と
う
た
」
つ
ま
り
和
歌
で
あ
る
の
と
対
応
し
て
い
た
。

押お
う

韻い
ん

漢
詩
の
大
き
な
特
徴
は
、
脚き
ゃ
く

韻い
ん

を
踏
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を

「
押
韻
」
と
い
う
。
韻
と
い
う
の
は
、
音
の
響
き
（
具
体
的
に
は
、

中
国
語
の
語
頭
の
子
音
を
除
い
た
部
分
、
す
な
わ
ち
母
音
と
語
末
音
お
よ
び

声
調
を
合
わ
せ
た
音
の
響
き
）
の
こ
と
で
、「
押
韻
」
と
は
、
一
定
の
句
の

末
尾
に
同
じ
響
き
の
文
字
を
そ
ろ
え
て
配
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
漢
詩
は

「
近き
ん

体た
い

詩し

」
と
「
古こ

体た
い

詩し

」
に
大
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
も
必
ず
「
押

韻
」
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
以
下
、
例
と
し
て
引
い
た
詩
中
の
◎
は
押

韻
し
て
い
る
文
字
を
示
す
。

四
言
詩（

一
句
四
文
字）

五
言
古
詩（

一
句
五
文
字）

古
体
詩（

句
数
に
制
限
が
な
い）

Ωαβαγ
七
言
古
詩（

一
句
七
文
字）

雑
言
詩（

一
句
の
字
数
不
定）

　
　
詩

Ωαβαγ

五
言
絶
句（

一
句
五
文
字）

絶
句（

四
句
か
ら
成
る）

Ωβγ
七
言
絶
句（

一
句
七
文
字）

五
言
律
詩（

一
句
五
文
字）

近
体
詩

Ωαβαγ
律
詩（

八
句
か
ら
成
る）

Ωβγ
七
言
律
詩（

一
句
七
文
字）

排
律（

十
句
以
上
の
偶

数
句
か
ら
成
る）

五
言
排
律（

一
句
五
文
字）

近
体
詩

唐
代
に
入
っ
て
完
成
し
た
定
型
詩
を
「
近
体
詩
」（
今
体
詩
）

と
呼
ぶ
。

　
中
国
語
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
で
記
さ
れ
る
一
語
の
音
に
、
音
の
高
低

が
あ
り
、
そ
れ
を
「
声せ
い

調ち
ょ
う」
と
呼
ん
で
い
る
。「
近
体
詩
」
は
、
そ
の
声
調

を
、
平ひ
ょ
う

声せ
い

（
平
ら
で
高
い
音
）
と
、
仄そ
く

声せ
い

（
か
た
む
い
て
屈
折
し
た
音
）

と
に
二
分
し
、
平
声
と
仄
声
の
語
（
文
字
）
を
規
則
正
し
く
配
列
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
近
体
詩
に
は
、
四
句
か
ら
成
る
「
絶
句
」、
八
句
か
ら
成
る
「
律
詩
」、
十

句
以
上
の
偶
数
句
か
ら
成
る
「
排は
い

律り
つ

」（
長
律
）
が
あ
り
、
そ
の
各
々
に
五

言
（
一
句
が
五
文
字
か
ら
成
る
も
の
）
と
七
言
（
一
句
が
七
文
字
か
ら
成
る

も
の
）
の
別
が
あ
る
。
た
だ
し
、
七
言
排
律
の
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た

六
言
詩
も
あ
る
が
、
少
数
で
あ
る
。

絶
句

四
句
か
ら
成
り
、
五
言
絶
句
と
七
言
絶
句
の
二
種
類
が
あ
る
。
五

言
絶
句
は
二
・
四
句
末
に
押
韻
（
一
句
目
に
踏
む
場
合
も
あ
る
）

し
、
七
言
絶
句
は
一
・
二
・
四
句
末
に
押
韻
（
一
句
目
は
踏
ま
な
い
場
合
も

あ
る
）
す
る
。

　
押
韻
し
て
い
る
文
字
は
、
そ
の
漢
字
を
音
読
み
し
て
み
る
と
響
き
の
似
て

い
る
こ
と
が
多
い
。（
次
ペ
ー
ジ
の
詩
「
秋
風　
ノ

引
」
の
群グ
ン

・
聞ブ
ン

／
「
送　
ル

，元
二　
ノ

使
◥　

　
ヒ
ス
ル
ヲ

安
西　
ニ

◣」
の
塵ヂ
ン

・
新シ
ン

・
人ジ
ン

）

　
絶
句
に
は
「
起
・
承
・
転
・
結
」
の
構
成
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
句

で
印
象
深
く
鮮
や
か
に
う
た
い
起　
こ
し
、
第
二
句
で
そ
れ
を
承　
け
て
内
容
を

展
開
し
、
第
三
句
で
が
ら
り
と
転　
換
さ
せ
て
奥
行
き
の
あ
る
も
の
と
し
、
第

四
句
で
全
体
を
ま
と
め
て
余
韻
の
あ
る
結　
び
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
絶
句
が
そ
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
作
詩
法

と
し
て
広
ま
っ
た
。
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律
詩

八
句
か
ら
成
り
、
五
言
律
詩
と
七
言
律
詩
の
二
種
類
が
あ
る
。
五

言
律
詩
は
、
二
・
四
・
六
・
八
句
末
に
押
韻
（
一
句
目
に
踏
む
場

合
も
あ
る
）
し
、
七
言
律
詩
は
、
一
・
二
・
四
・
六
・
八
句
末
に
押
韻
（
一

句
目
は
踏
ま
な
い
場
合
も
あ
る
）
す
る
。

　
律
詩
で
は
、
二
句
を
一
ま
と
め
に
し
て
「
聯
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
た
め
一
首

の
律
詩
は
四
聯
か
ら
成
り
、
首
聯
・
頷
聯
・
頸
聯
・
尾
聯
と
名
付
け
て
い
る
。

こ
の
四
聯
の
構
成
は
、
絶
句
の
起
・
承
・
転
・
結
に
倣
う
の
が
よ
い
と
さ
れ
、

ま
た
頷
聯
と
頸
聯
は
そ
れ
ぞ
れ
「
対
句
」
で
あ
る
こ
と
が
標
準
と
さ
れ
る
。

　
〈
五
言
絶
句
〉

　
　
　
秋
　
風　
ノ

　
引
（
劉
禹
錫
）

　
　
何　
レ
ノ

処
　
　
ヨ
リ
カ

秋
　
風
　
至　
ル

　
　
（
起
句
）

　
　
蕭
　
蕭
　
　
ト
シ
テ

送　
ル

◥
雁
　
群◎
ヲ

◣
　
（
承
句
）

　
　
朝
　
来
　
入　
リ

◥
庭
　
樹　
ニ

◣
　
（
転
句
）

　
　
孤
　
客
　
最　
モ

　
先　
ニ

　
聞◎
ク

　
　
（
結
句
）

　
〈
七
言
絶
句
〉

　
　
　
送　
ル

，
元
　
二　
ノ

　
　
ヒ
ス

使
◥
　
ル
ヲ

安
　
西　
ニ

◣（
王
維
）

　
　
渭
　
城　
ノ

　
朝
　
雨
　
浥　
ス

◥
軽
　
塵◎
ヲ

◣
　
（
起
句
）

　
　
客
　
舎
　
青
　
青
　
柳
　
色
　
新
　
◎
タ
ナ
リ

　
（
承
句
）

　
　
勧　
ム

⒏
君　
ニ

　
更　
ニ

　
尽
　
　
ク
セ

一
　
杯　
ノ

　
酒
　
　
（
転
句
）

　
　
西
　
　
ノ
カ
タ

出
◥
　
ヅ
レ
バ

陽
　
関　
ヲ

◣
無
◥
　
カ
ラ
ン

故
　
人◎
　

◣
　
（
結
句
）

　「
対
句
」
と
は
、
対
応
す
る
二
つ
の
句
の
同
じ
場
所
に
同
じ
よ
う
な
働
き

を
す
る
語
が
並
ん
で
い
る
も
の
を
い
う
。

　
な
お
「
排
律
」（
長
律
）
と
い
う
形
式
は
、
律
詩
の
対
句
部
分
を
増
加
し

た
も
の
で
、
十
句
以
上
の
偶
数
句
か
ら
成
る
。

古
体
詩

中
国
で
は
、
唐
代
に
入
っ
て
近
体
詩
が
完
成
す
る
よ
り
も
ず
っ

と
前
の
時
代
か
ら
、
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
「
古
体

詩
」（
古
詩
）
と
総
称
し
て
い
る
。
古
体
詩
の
最
古
の
詩
集
は
、
紀
元
前
六

世
紀
末
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
詩
経
』
で
あ
る
。「
古
体
詩
」
の
決

ま
り
は
近
体
詩
の
よ
う
に
厳
格
で
は
な
く
、
自
由
で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
自

由
さ
は
近
体
詩
の
完
成
し
た
後
も
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、
唐
代
以
後
も
た
く
さ

　
〈
五
言
律
詩
〉

　
　
　
春
　
夜
　
喜　
ブ

⒏
雨　
ヲ

（
杜
甫
）

　
　
好
　
雨
　
知　
リ

◥
時
　
節　
ヲ

◣
δεζεη
（
首
聯
）

　
　
当
⒏

　
タ
リ
テ

春　
ニ

　
乃
　
す
な
は
チ

発
　
生◎
ス

　
　

し
た
が

随
⒏

　
ヒ
テ

風　
ニ

　
潜
　
ひ
そ
カ
ニ

入　
リ

⒏
夜　
ニ

　
δεζεη
（
頷
聯
）
対
句

　
　
潤
⒏

　
シ
テ

物　
ヲ

　
こ
ま細

　
　
ヤ
カ
ニ

無　
シ

⒏
声◎
　

　
　
野や

　
径け
い

　
雲
　
俱と
も
ニ

黒　
ク

　
δεζεη
（
頸
聯
）
対
句

　
　
江
　
船
　
火
　
独ひ

と
リ

◎
ラ
カ

明　
ナ
リ

　
　
暁　
ニ

　
看
◥
み
レ
バ

紅　
ノ

　
湿
　
う
る
ほ
フ

処
◣
と
こ
ろ
ヲ

δεζεη
（
尾
聯
）

　
　
花　
ハ

　
重
　
　
カ
ラ
ン

錦き
ん

　
官く
わ
ん

城◎
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ん
の
古
体
詩
が
作
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
唐
代
以
後
に
作
ら
れ
た
自
由
な
形
式

の
詩
も
「
古
体
詩
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
古
体
詩
に
は
、
句
数
の
制
限
が
な

い
。
一
句
を
構
成
す
る
字
数
に
よ
っ
て
四
言
古
詩
・
五
言
古
詩
・
七
言
古

詩
・
雑
言
詩
（
一
句
の
字
数
が
不
定
の
も
の
）
な
ど
の
区
別
が
あ
る
。

唐
詩

唐
代
（
六一八年
〜
九〇七年
）
は
、
長
い
中
国
の
詩
の
歴
史
の
中
で
も

黄
金
時
代
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
優
れ
た
詩
人
が
多
く
出
た
時
代
だ

っ
た
。
そ
の
唐
代
の
詩
は
、
四
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
初
唐
」
は
、
唐
王
朝
の
始
ま
り
か
ら
の
約
百
年
間
で
、
前
代
の
貴
族
的
な

詩
か
ら
脱
皮
し
て
若
々
し
く
力
強
い
詩
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
時
代
で
あ
る
。
次
の
約
五
十
年
間
は
「
盛
唐
」
と
呼
ば
れ
、
唐
帝
国
の
国

力
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
期
で
あ
り
、
華
麗
で
あ
り
な
が
ら
雄
大
な
気
風
の

作
品
が
作
ら
れ
、
多
く
の
大
詩
人
が
活
躍
し
た
。
だ
が
安あ
ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱
（
七五五

年
）
を
境
に
、
国
は
急
速
に
衰
え
、
そ
の
後
を
受
け
た
「
中
唐
」
の
約
七
十

　
〈
五
言
古
詩
〉

　
　
　
子
　
夜
　
呉
　
歌
（
李
白
）

　
　
長
　
安
　
一
　
片　
ノ

　
月

　
　
万
　
戸
　
擣う
ツ

⒏
衣き
ぬ
ヲ

声◎
　

　
　
秋
　
風
　
吹　
キ
テ

不ず

⒏
尽　
キ

　
　
総す
べ
テ

是こ
レ

　
玉
　
関　
ノ

　
情◎
　

　
　
何
　
い
づ
レ
ノ

日　
カ

　
平
◥
　
ラ
ゲ

胡こ

　
虜
◣
り
よ
ヲ

　
　
良
　
人
　
罷
◥
や
メ
ン

遠
　
征◎
ヲ

◣

年
間
は
、
社
会
矛
盾
に
目
を
向
け
た
詩
が
作
ら
れ
た
り
、
表
現
の
方
法
を
工

夫
し
て
奇
抜
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
現
れ
る
な
ど
、
多
彩
な
展
開

が
見
ら
れ
る
。
最
後
の
「
晩
唐
」
の
約
七
十
年
間
は
、
唐
が
滅
亡
し
て
ゆ
く

時
期
に
当
た
り
、
詩
は
爛
ら
ん

熟
じ
ゅ
く

期
を
迎
え
、
暗
い
不
安
や
隠
さ
れ
た
情
念
を
描

い
た
り
、
虚
構
性
を
強
め
る
な
ど
の
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
た
。
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